
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
７
３
回 

 

持
経
宿
・
平
治
宿
の
巡
回
整
備
と
行
仙
岳
ま
で
の
奥
駈
道
巡
視 

 

◇
実
施
日 

４
月
１
７
日
（
日
） 

 
 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

 

平
治
宿
ピ
ス
ト
ン
； 
沖
崎
吉
信
、
生
熊
敏
男
、
濱
野
兼
吉
、
湯
川
一
郎 

畑
林
清
子
、
大
江
加
予
子
・
徳
子 

 
 
 

７
名 

 

持
経
宿
作
業 

； 
 

児
島
道
夫 

 

持
経
宿
→
行
仙
岳
； 

梶
野
照
雄
、
志
岐
敬
、
生
熊
千
満
子
、
西
克 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
名 

計
１
２
名 

  

昨
年
３
月
８
日
下
北
山
村
役
場
か
ら
、
池
郷
林
道
入
り
口
近
く
で
大
き
な
崩

落
が
あ
っ
て
通
行
で
き
な
い
と
の
電
話
が
あ
っ
た
。
直
後
に
梶
野
、
村
吉
氏
が

崩
落
の
現
場
を
確
認
し
「
か
な
り
の
規
模
の
崩
れ
方
で
、
復
旧
ま
で
に
一
年
以

上
か
か
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
報
告
を
受
け
た
。 

以
後
、
白
谷
林
道
を
経
由
し
て
何
回
か
持
経
宿
に
行
っ
た
が
、
国
道
４
２
５
号

の
交
通
規
制
も
あ
り
、
池
郷
林
道
を
使
う
よ
り
も
４
０
～
５
０
分
余
分
な
時
間

が
掛
か
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
池
郷
林
道
の
早
急
な
復
旧
を
強
く
願
っ
て
い
た
。 

 

今
年
４
月
１
日
に
「
池
郷
林
道
が
開
通
し
ま
し
た
」
と
下
北
山
村
役
場
か
ら

電
話
を
頂
い
た
。
あ
の
大
規
模
な
崩
落
か
ら
一
年
と
一
ヶ
月
で
再
び
通
行
可
能

と
な
っ
た
。
村
役
場
の
皆
さ
ん
や
工
事
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。 

 

午
前
８
時
３
０
分
、
池
原
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場
に
１
２
名
が
集
合
、
５

台
の
車
で
持
経
宿
に
向
か
う
。
池
原
か
ら
１
㎞
足
ら
ず
の
復
旧
個
所
で
車
を
停

め
、
回
復
の
様
子
を
検
分
す
る
。
山
側
の
２
０
ｍ
位
上
か
ら
谷
側
の
路
肩
迄
が

崩
れ
て
、
生
え
て
い
た
木
々
も
全
て
崩
れ
落
ち
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た

立
派
な
滝
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
崩
落
の
規
模
の
大
き
さ
と
工

事
の
大
変
さ
が
実
感
で
き
た
。
こ
の
場
所
は
林
道
ゲ
ー
ト
の
下
方
な
の
で
、
正

確
に
は
池
郷
林
道
で
は
な
く
村
道
に
な
る
。 

 
 

 
 

 

持
経
宿
に
到
着 

 
 
 

 

平
治
宿
に
丸
太
を
運
ぶ 

 
 
 

持
経
千
年
桧 

 

林
道
ゲ
ー
ト
ま
で
の
村
道
も
下
方
の
２
～
３
㎞
は
先
の
尖
っ
た
小
石
が
多

く
落
ち
て
い
る
の
で
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
だ
が
、
２
３
分
で
ゲ
ー
ト
に
到
着
、
い

よ
い
よ
未
舗
装
の
林
道
に
突
入
す
る
。 

 
先
日
整
備
さ
れ
た
よ
う
だ
が
相
変
わ
ら
ず
の
悪
路
だ
。
ゲ
ー
ト
か
ら
す
ぐ
の

大
き
な
崩
落
個
所
に
あ
っ
た
巨
大
な
岩
は
片
付
け
ら
れ
て
、
通
過
す
る
幅
も
倍

程
度
に
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
ゲ
ー
ト
か
ら
２
㎞
程
進
ん
だ
所
で
先
行
し
て
い
た

３
台
が
路
側
に
停
ま
っ
て
い
る
、
梶
野
車
が
パ
ン
ク
し
て
い
た
。
３
台
を
追
い

越
し
沖
崎
、
児
嶋
の
２
車
が
先
行
す
る
。
こ
こ
か
ら
の
路
面
は
比
較
定
安
定
し



て
、
落
石
も
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。 

 

池
原
か
ら
約
一
時
間
で
持
経
宿
に
到
着
、
遅
れ
た
３
台
も
順
次
到
着
す
る
。 

児
嶋
さ
ん
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
青
木
君
寄
贈
の
薪
ス
ト
ー
ブ
と
流
し
場
改
装
の

た
め
の
食
器
棚
、
薪
材
５
束
な
ど
が
積
ま
れ
て
い
て
、
皆
で
手
分
け
し
て
運
ぶ
。

薪
ス
ト
ー
ブ
は
お
堂
に
収
納
し
た
。 

 

前
鬼
か
ら
入
山
し
、
昨
夜
持
経
宿
に
泊
っ
て
、
今
日
池
郷
林
道
を
下
山
す
る

と
い
う
女
性
一
名
が
い
て
、
我
々
の
活
動
に
え
ら
く
感
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

平
治
宿
ピ
ス
ト
ン
組
と
行
仙
岳
縦
走
組
を
確
認
し
て
持
経
宿
を
出
発
す
る
。

児
嶋
さ
ん
は
火
傷
し
た
足
が
痛
い
こ
と
も
あ
り
、
持
経
宿
に
残
っ
て
諸
作
業
。 

先
行
し
た
女
性
陣
が
千
年
桧
の
祠
で
正
月
飾
り
や
御
供
品
の
回
収
な
ど
を
担

当
。 

 
 

 
 

 

平
治
宿
に
到
着 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

毛
布
干
し 

昨
年
１
２
月
１
２
日
以
来
の
平
治
宿
へ
の
道
だ
。
全
く
の
自
然
林
で
、
い
つ
歩

い
て
も
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
の
良
い
一
時
間
だ
。
カ
エ
デ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
も

新
芽
が
出
始
め
て
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
花
も
咲
き
だ
し
て
い
る
。 

こ
の
区
間
に
も
倒
木
は
一
本
も
無
く
、
奥
駈
道
は
正
常
そ
の
も
の
だ
。 

 

平
治
宿
に
到
着
、
持
経
宿
か
ら
運
ん
で
き
た
杭
な
ど
を
降
ろ
し
、
１
１
時
過

ぎ
に
縦
走
組
を
見
送
る
。
５
分
ほ
ど
し
て
梶
野
君
か
ら
無
線
で
「
車
の
キ
ー
を

渡
し
忘
れ
た
」
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
湯
川
君
が
キ
ー
を
受
け
取
り
に
登
っ
て
行

っ
た
。
確
認
の
甘
さ
を
反
省
す
る
と
共
に
無
線
機
の
有
用
性
を
再
認
識
し
た
。 

１
１
時
半
も
近
く
な
っ
た
の
で
、
１
２
時
１
５
分
迄
作
業
し
、
そ
の
後
昼
食
、

午
後
１
時
に
平
治
宿
を
出
発
す
る
と
決
め
て
以
下
の
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。 

＊
小
屋
内
の
整
理
・
清
掃 

＊
志
納
金
回
収 

＊
毛
布
干
し 

＊
雨
水
槽
の
復

旧 

＊
正
月
飾
り
の
撤
去 

＊
水
場
径
の
段
差
補
修 

全
員
で
毛
布
干
し
を
最
初
に
行
う
。
濱
野
君
は
雨
水
槽
の
復
旧
に
あ
た
り
小
屋

内
の
清
掃
や
正
月
飾
り
の
撤
去
は
女
性
陣
に
お
任
せ
し
た
。 

沖
崎
、
生
熊
、
濱
野
、
湯
川
の
４
名
で
昨
年
新
設
し
た
水
場
径
の
段
差
補
修
を

行
う
。
杭
や
道
具
類
を
持
ち
、
２
名
ず
つ
２
組
に
分
か
れ
て
工
事
を
始
め
る
。 

昨
年
新
設
し
た
迂
回
路
の
上
部
で
、
岩
が
殆
ど
無
い
の
で
杭
は
入
り
や
す
い
。 

一
段
を
５
分
位
の
ペ
ー
ス
で
一
組
が
７
～
８
段
を
施
工
す
る
。
４
０
分
ほ
ど
で

１
５
段
を
完
工
。
あ
と
２
～
３
回
工
事
す
る
と
完
了
し
そ
う
だ
。 

杭
は
５
０
本
ほ
ど
在
庫
が
あ
る
が
、
半
割
の
丸
太
は
数
が
少
な
く
、
残
り
の
工

区
に
ど
れ
く
ら
い
の
数
が
必
要
に
な
る
の
か
の
確
認
が
大
事
だ
。 

小
屋
に
戻
っ
て
昼
食
を
摂
り
、
午
後
１
時
過
ぎ
持
経
宿
に
引
き
返
す
。 

 

ピ
ス
ト
ン
組
の
全
員
が
持
経
宿
に
到
着
し
た
の
は
午
後
２
時
半
を
過
ぎ
て

い
た
。
持
経
宿
に
残
っ
て
作
業
を
さ
れ
た
児
嶋
さ
ん
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。 

児
嶋
さ
ん
は
、
現
在
の
ス
ト
ー
ブ
補
修
や
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

今
日
持
っ
て
き
た
食
器
棚
設
置
場
所
の
採
寸
、
そ
れ
に
水
汲
み
ま
で
や
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。 

持
経
宿
を
離
れ
白
谷
林
道
を
経
由
し
て
行
仙
岳
の
登
山
口
に
向
か
う
。 



白
谷
林
道
も
先
日
の
業
者
に
よ
る
整
備
で
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
で
き
た
が
、
や
は

り
多
少
の
落
石
が
あ
り
、
５
回
ほ
ど
車
を
降
り
て
取
り
除
い
た
。
落
石
は
小
さ

い
物
が
殆
ど
で
、
数
も
一
個
、
二
個
程
度
な
の
で
５
５
分
で
ゲ
ー
ト
に
着
き
、

更
に
１
０
分
ほ
ど
で
行
仙
岳
登
山
口
に
着
い
た
が
縦
走
組
は
下
山
し
て
い
な

か
っ
た
。
無
線
で
登
山
口
到
着
を
連
絡
す
る
と
、
あ
と
１
０
分
位
で
下
山
す
る
、

と
返
事
が
あ
り
、
そ
の
後
４
人
が
無
事
に
到
着
し
た
。 

パ
ン
ク
で
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
無
く
な
っ
た
梶
野
車
を
こ
こ
ま
で
運
転
し
て
き

た
生
熊
さ
ん
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
物
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

今
年
の
一
月
以
来
の
登
山
と
な
っ
た
大
江
加
予
子
さ
ん
も
元
気
で
不
安
な

く
完
歩
さ
れ
た
。
全
員
が
揃
っ
て
次
週
か
ら
の
予
定
な
ど
を
説
明
後
解
散
し
た
。 

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

ス
ポ
ー
ツ
公
園09

：30

→08

：56

池
郷
林
道
ゲ
ー
ト
→0

9
：3

0

持
経
宿0

9

：

50

→11

：10

平
治
宿13

：00

→14

：15

持
経
宿14

：30

→15
：25

白
谷
林

道
ゲ
ー
ト
→15

：36

行
仙
岳
登
山
口 

 

行
仙
岳
迄
の
奥
駈
道
巡
視 

 

午
前
１
１
時
過
ぎ
に
平
治
宿
を
出
る
。
歩
き
出
し
て
５
分
ほ
ど
、
胸
の
ポ
ケ

ッ
ト
に
手
を
当
て
る
と
車
の
キ
ー
が
入
っ
て
い
た
。
す
ぐ
に
無
線
で
キ
ー
の
手

渡
し
を
忘
れ
た
、
と
連
絡
。
志
岐
さ
ん
が
「
渡
し
て
き
ま
す
」
と
降
り
て
行
っ

た
。
下
か
ら
は
湯
川
君
が
登
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
５
分
ほ
ど
で
再
び
歩
き

出
し
た
。
標
識
の
“
転
法
輪
岳
３
０
分
”
の
通
り
ち
ょ
う
ど
３
０
分
で
転
法
輪

岳
に
着
く
。
山
頂
の
１
０
分
手
前
、
東
側
の
崖
に
張
ら
れ
た
ロ
ー
プ
が
杭
ご
と

倒
れ
て
い
た
。
地
面
の
浸
食
が
進
ん
で
杭
が
倒
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
補
修

が
必
要
だ
。 

 
 

 
 

 

転
法
輪
岳
下
の
ロ
ー
プ 

 
 

 

転
法
輪
岳 

 
 
 
 

 
 

 

俱
利
伽
羅
岳 

山
頂
で
し
ば
ら
く
休
憩
、
南
へ
少
し
下
っ
た
所
で
昼
食
を
摂
る
。 

こ
こ
か
ら
暫
く
は
単
調
な
尾
根
が
続
く
。 

前
方
に
俱
利
伽
羅
岳
が
見
え
だ
し
、
大
き
な
岩
が
出
て
く
る
と
山
頂
に
登
る
ク

サ
リ
場
だ
。
こ
の
ル
ー
ト
が
初
め
て
の
西
さ
ん
も
先
日
の
地
蔵
岳
越
え
を
経
験

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ク
サ
リ
場
は
何
と
言
う
こ
と
は
無
い
。
俱
利
伽
羅
岳
の

山
頂
で
も
小
休
止
す
る
。
南
側
の
ル
ー
ト
は
湿
っ
て
い
る
と
ズ
ル
ズ
ル
と
滑
る

の
で
神
経
を
使
う
と
こ
ろ
だ
が
、
今
日
は
乾
燥
し
て
い
て
滑
る
こ
と
は
無
か
っ

た
。
途
中
で
直
径
１
０
㎝
以
下
の
枯
れ
た
木
が
頭
上
に
倒
れ
こ
ん
で
い
た
。
２

本
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
、
１
本
は
ノ
コ
で
切
除
し
た
。
行
仙
岳
に
近
づ
く
と
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
目
立
ち
始
め
、
一
本
は
奥
駈
道
の
す
ぐ
傍
で
、
手
が
届
く
位
置

で
咲
い
て
い
た
、
順
調
に
歩
い
て
怒
田
宿
に
着
く
。
少
し
前
に
無
線
で
、
こ
れ

か
ら
持
経
宿
を
出
る
、
と
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
捲
き
道
を
行
か
ず
山
頂
越
え
に



ル
ー
ト
を
変
更
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

倒
木
の
切
除 

 
 
 
 

 

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ 

 
 
 
 
行
仙
岳
北
の
段
差 

怒
田
宿
の
標
識
に
“
行
仙
岳
１
０
分
”
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
志
岐
さ
ん
が

時
間
を
計
っ
て
み
た
。
１
０
分
で
到
達
で
き
た
の
は
捲
き
道
の
分
岐
だ
っ
た
。

山
頂
ま
で
は
ま
だ
５
～
６
分
か
か
る
の
で
、
１
０
分
で
山
頂
に
到
着
で
き
る
人

は
相
当
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
歩
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

行
仙
岳
山
頂
で
休
憩
、
俱
利
伽
羅
岳
、
転
法
輪
岳
と
続
く
稜
線
が
よ
く
見
え
て

い
る
。
釈
迦
ケ
岳
方
面
は
雲
に
覆
わ
れ
て
い
た
。 

国
道
に
向
か
っ
て
階
段
を
降
り
る
。
一
ヶ
所
が
新
し
い
物
に
交
換
さ
れ
て
い
た
。 

無
線
機
か
ら
“
登
山
口
に
着
い
た
”
と
声
が
聞
こ
え
た
。
想
定
し
て
い
た
よ
り

も
早
く
到
着
し
た
よ
う
だ
。
山
頂
を
踏
ま
ず
に
捲
き
道
を
通
過
し
て
い
れ
ば
、

ほ
ぼ
同
時
に
登
山
口
に
着
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

（
記
；
梶
野
） 

 

 
 

 
 

 

取
り
替
え
ら
れ
て
い
た 

 
 

 
 
 

国
道
に
着
く 

 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

平
治
宿11

：16

→11

：45

転
法
輪
岳
→13

：00

俱
利
伽
羅
岳
→14

：24

怒
田

宿
→15

：00

行
仙
岳15

：20

南
側
捲
き
道
分
岐
→16

：00

行
仙
岳
登
山
口 

 


